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群雄割拠の降圧薬
̶beyond blood pressure effect
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1  HOPE試験からONTARGET試験，そしてSymplicity 
HTN試験へ～群雄割拠から非薬物治療へ～‥ ‥‥‥‥‥‥‥桑島　巖

2  ARBにbeyond blood pressure effectはあるのか

3  ARBの降圧を超えた腎保護効果に見直しは必要か

1  心不全
a.収縮機能障害	 中村元行 他

a. Pros（ある）の立場から	 檜垣實男 他

b. 拡張機能障害	 原田和昌

b. Cons（ない）の立場から	 桑島　巖

2  虚血性心疾患，高リスク高血圧

1  私はこう考える①  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 木村健二郎
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4  糖尿病高血圧の治療～降圧の有効性と限界～‥‥‥‥‥‥由井芳樹

7  利尿降圧薬のbeyond blood pressure lowering effect
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脳移行性 ACE阻害薬（ペリンドプリル，カプトプリル）（51例）

カルシウム拮抗薬（ニフェジピン，ニルバジピン）（57例）
脳非移行性 ACE阻害薬（エナラプリル，イミダプリル）（53例）
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